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は じ め に

近世中期、特に享保一元文期(1716～1740)は 浄瑠璃の転換期 にあった。義太夫節が台頭 し、

それ以前 の浄瑠璃が古浄瑠璃 として衰微 してい く。また義太夫 と同時代あるいは若干遅れて

出てきた一中節、河東節、豊後節が流行 し、新 しい浄瑠璃世界を作 りつつある時代であった。

一方、社会的な動 きは、享保の改革に代表されるように、それまでの文化容認の時代から取

り締まりの方向に向かっていた。本稿はそのような時代の浄瑠璃社会の状況を考察すること

によって、従来の一般的な浄瑠璃史か ら一歩踏み込んだ近世中期の浄瑠璃社会史を見出して

みようとする試みである。

浄瑠璃 という言葉が指す意味 は幅広い。狭義の意味では義太夫節を指 し、そこか ら転 じて

人形浄瑠璃を表すこともあり、 また広義 には語物系三味線音楽 という意味でも用い られる。

このように、・一・語が特定の流派の音楽を指した り全体 を指す語 として用いられた り、また一

芸能ジャンルを示すとい う状況がいつか らお こっているのかは不明である。本論では広義の

意味での語 り物系三味線音楽を示す語 として用いることとする。

先行研究 としては、古 くは寺 山星川 『浄瑠璃史』(1)、黒木勘蔵 『浄瑠璃史』②、岩沙慎一

『江戸豊後浄瑠璃史』(3)、最近では井野辺潔 『浄瑠璃史考説』(4)等があ り、また享保元文期前後
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のもの としては水田かや乃 「役者評判記か らよみ とれるもの一元文～寛延期を中心に」(5)や東

晴美「歌舞伎の浄瑠璃摂取一享保期上方歌舞伎の場合」⑥等、個々の浄瑠璃研究は存在するが、

本論で考察する浄瑠璃全体の社会的状況 に関す る先行研究は未見である。 よって、先行 の浄

瑠璃研究 を参考 にしなが ら法令集、随筆等の各種資料をもとに考察を進めていく。

1浄 瑠璃社会の構成要素

浄瑠璃 という一種の芸能が作 り出す社会は閉ざされた世界で完結 し、単純なように見 える

が、実は意外 に多様な構成 をしていた と考 えられる。 ここでは、浄瑠璃が語 られる場 という

観点から浄瑠璃社会の構造を呈示 してい く。

元来浄瑠璃が様々な場所で行われてきたことはわざわざ言及す る必要 もないほ ど自明のこ

ととして扱われてきた。しか し、実際にどのような場所で どのような種類のものが行われて

いたのか ということについては、実はよくわかっていない。そのようなことに関する研究 も

また行われていないのが現状である。

各種資料中に表 されている浄瑠璃関係の記述を整理すると、浄瑠璃が語 られる状況 は大芝

居、小芝居(含 宮地芝居)、 見世物、大道芸、浄瑠璃会、遊里、素人の趣味に分類できる。

この中で遊里で行われる浄瑠璃に関 しては、その他の ものと比較 しても状況が著 しく異な

り、また資料等 も異なるため、別の機会 を設けて考察することとし、本稿では遊里以外の項

目について考察 を進めてい くこととする。

2大 芝 居

(1)歴 史 的 状 況

芝居は大 きく分けて大芝居 と小芝居の2種 類に分別できる。大芝居 とは、一般的にいうと

江戸幕府か ら公許のしるしとしての櫓を建てることを許 された常設劇場、ならびにそこで行

われる歌舞伎興行のことである。

江戸では、櫓を許 された大芝居は中村、市村、森田の三座であった。三座が経営不振に陥

り興行で きなくなった際は、控櫓 と呼ばれる座が興行 した。享保か ら元文 の時期でいうと、

享保20年(1735)に 三座の うち森田座が休み、かわ りに控櫓の河原崎座が延享元年(1744)

まで興行 を行った。中村、市村座は休 まずに興行 を続けていた。

江戸の大芝居 における享保元年から元文5年 までの浄瑠璃の記録 は管見のところ73件 、内

訳は、河東節15件 、一中節13件 、半太夫節13件 、浄瑠璃(市 村若太夫)12件 、宮古路節6
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件、大薩摩5件 、薩摩(薩 摩左内)4件 、その他5件 である。基本的に河東、半太夫、一中、

市村若太夫の浄瑠璃が この時期を通 して一般的に用いられており、享保末期から宮古路が加

わっている。演奏者は河東節では江戸太夫河東、河丈、籐十郎等、半太夫節では江戸半太夫、

江戸太夫双笠等、一中節では都一中、三中、千中等、宮古路節では宮古路豊後掾、文字太夫、

綱太夫等、大薩摩では大薩摩主膳太夫、薩摩節では薩摩左内等、 どの流派 も家元または同等

のクラスの人物が演奏 していることがわかる。

京都は江戸の興行形態 と異なり、興行を行 う座 と劇場 は一体ではなかった。興行を行 うに

は、興行権である名代 と、劇場 をそれぞれの所有者から借 り、役者、演奏者他芝居興行のた

めの関係者を集め契約をかわして座を編成するという行程を取った。若干前の記録 になるが、

正徳3年(1713)に 提出された 『四条河原諸名代改帳』には歌舞伎関係11、i操 関係14、 舞関

係6、 説経2、 れん とび1の 計34人 に名代が許 されている(7)。

一方劇場は享保期に編纂 された 『京都御役所向大概覚書』に7軒 の芝居小屋の存在が記録

されている(8)。ただし、常時 この7軒 が興行 されていたわけではな く、年 によって興行数が異

なり、享保一元文期はおよそ2～5軒 の興行であった(9)。

京都では、 この時代の浄瑠璃の情報 は非常に少ない。管見資料中で大芝居の伴奏 としての

浄瑠璃の記録が見いだせたものはわずかに17件 、内訳 は一中節1件 、宮古路節8件 、義太夫

節8件 である。享保13年(1728)出 版の役者評判記 『役者遊見始』には、「京は大坂 と違ふ

て浄瑠璃 を直 さま歌舞伎 にして遂に大当た りしたる事がない。」(10)とあるが、記録上では宮古

路節 と義太夫節がほぼ同数あり、京都の大芝居では宮古路節 と義太夫節が主に伴奏 を勤めて

いた と推測できる。

大坂は、京都 と同じ興行形態であった。名代の権利 を持った座本が芝居主 より劇場を借 り

受けて興行を行 う形である。大坂 には道頓堀立慶町、吉左衛門町 に8軒 の芝居小屋が存在 し

た(11)。しかし、大坂 も京都 と同様にすべての芝居小屋で芝居が興行される事はなく、享保か

ら元文の芝居の上演は年によって2～4軒 の興行が行われていた(12)。

大坂の大芝居 に出演した浄瑠璃の記録 もまたあまり現存 していない。管見のうちでは20件

存在 し、内訳は一中節1件 、木屋節1件 、国八節1件 、宮古路節7件 、義太夫節7件(13)、 浄

瑠璃(鳴 海阿波太夫)3件 である。大坂 において も宮古路節 と義太夫節が主に大芝居に出勤

していた ことがわかる。

大坂 には操の常設座が二座存在 した。豊竹座 と竹本座である。 この両座では歌舞伎 よりも

安定 した恒常的な興行が行われていた。両座で用いられていたのは当然の如 く義太夫節であ

る。この操二座 まで含めると、大坂 においては義太夫節が群 を抜いて多用されていたと見る

ことがで きる。

以上、江戸、京都、大坂の三都での大芝居(官 許芝居)へ の浄瑠璃の出勤状況 を見てみる

と、何点か興味深い ことが浮かび上がって くる。第一 に、江戸では半太夫節が この時期で も

恒常的に興行 していた こと、 またその他大薩摩や薩摩 など、半太夫 と並んで荒々しい とされ
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るジャンルのものが上演 されていることである。ここか ら、この時期の江戸では、江戸特有

の荒々しさが表現された浄瑠璃に根強い人気があった ことがわかる。第二に宮古路節の台頭

である。江戸で も享保末期 に宮古路豊後掾が下ってきてから禁令がでるほど流行 した。また、

京都や大坂ではこの時期全体 を通 してほぼ義太夫 と宮古路で固め られていることか ら見て

も、上方でもほぼ他 を一掃するほどの勢いがあった と考 えられる。第三に、江戸 と上方の相

違である。江戸では江戸特有の河東節や荒々しい気質 を表現 した半太夫節、薩摩節、大薩摩

節 などが用いられているのに対 して、上方はほぼ義太夫節 と宮古路節である。この相違が嗜

好 の問題であるのか、江戸で自発生的文化が育ちつつある証拠 となるのかは、もう少 し後世

まで展開を見守 る必要があろう。

(2)社 会 的 地 位

大芝居に出勤していた浄瑠璃語はどのような社会的地位 を得ていたのだろうか。大芝居で

は宝永5年(1708)に 穢多頭弾左衛門 と興行師の間で興行の支配権 をめ ぐって裁判 になり、

興行者側が勝訴 したという事件があった。俗 に言う 「勝扇子」である(14)。この際、歌舞伎、

人形浄瑠璃 は賎者ではなく、殊に受領 している者 もあ り、弾左衛門の処置は不届である。弾

左衛門が主張する御朱印は四五(百)年 も昔のことであ り(15)、歌舞妓役者は百年に及ぼない

のだか ら無効である、 という判決が下る。

この一件 は、幕府による身分制度の見直 しの延長上で、弾左衛門の強大な支配力を軽減す

るために利用 された事件であるとされている(16)。これ以前は芸能に携わる人々は皆弾左衛門

に支配 されていたが、 この一件 によって官許芝居は穢多頭の支配か らはずされることになっ

た。 この内容から言えば、官許芝居に出演する役者な らびに浄瑠璃語 もその支配下から脱 し

た ことになる。この事件は宝永5年 のことであり、それ より約30年 後の享保期には、すでに

この認識が定着していたであろう。官許芝居に出演していた浄瑠璃語 には穢多頭の支配は及

ばなかった と推測できる。

3小 芝 居

常設を許可されている大芝居 に対 して、常設を許 されず、晴天百 日興行 という条件付で仮

の興行を許 されて興行 した芝居の ことを小芝居 という(17)。小芝居には大 きく分けて官許芝居

である江戸三座のある堺町、葺屋町、木挽町や京都の四条河原、大坂の道頓堀等、芝居町に

存在 したものと寺社の境内で行われていた ものがある。後者 は宮地芝居 と呼ばれる。芝居町

の小芝居 と宮地芝居は若干性質が異なるので、以下別々に考察を進める。
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(1)芝 居 町 の 小 芝 居

江戸の芝居町における小芝居の情報 は、享保15年(1730)9月4日 付の木挽町名主の書上

に、歌舞伎系が笠屋三勝、桐大内蔵、河原崎権之助の各座、操系が大坂七太夫、薩摩外記、

丹波和泉太夫、虎屋小源太、播磨の各座、その他小見世物芝居23軒 あったが、段々 と減少 し、

現在は森田座ばか りになっているとある(18)。享保5年 、11年 にも同様の書上が提出されてお

り、享保の初年か ら状況は変わらなかったようである。

数回の上訴の後、木挽町には享保15年12月 に土佐太夫座の操芝居、16年 には泉太夫座の

i噪芝居、19年 には大薩摩如雲太夫座のi操芝居、20年 には結城孫三郎座の人形操芝居 など、各

芝居の上演が相次いで許可された。

一方堺町、葺屋町にはこの時期の芝居町の全容がわかる書上のような資料 は存在 しないが、

各種資料に記されている座 を集計すると次のようなものが存在 していた と考 えられる。

堺町 弥右衛門座、播磨宋左衛門座、肥前座、喜左衛門座、外記座、山本出羽座

葺屋町 竹本喜世太夫座、辰松八郎兵衛座、播磨宋左衛門座、豊竹肥前掾座、竹 田芝居

これ ら小芝居中の浄瑠璃の記録は、大芝居より少ない。多 くが土佐、大薩摩、播磨、肥前、

外記な どの先行浄瑠璃名 を名乗っているが、必ず しもそれ らの浄瑠璃 を行っていたか どうか

は定かではない。例 えば享保15年 に再興 した土佐座では、土佐掾正勝芝居 として初 日に《酒

呑童子》を興行 して大当た りをしたとい う記録がある一方で、元文2年(1737)春 には宮古路

豊後掾が 《万歳恵方土産》を演奏 しているという記録 もある(19)。また、肥前座は既 に絶えて

いた太夫丹後七郎左衛門の持 っていた人形ならびに太鼓櫓 を譲 り受 けて再興 したもので、元

文3年(1738)6月 に開場を許可された後の興行 は、義太夫の伴奏によるものである(20)。

小芝居で演奏 していたジャンルをみてい くと、圧倒的に義太夫が用いられている。一方元

文2年 には土佐座で、元文3年 には外記座で宮古路上演の記録がある。若干古浄瑠璃系の記

録が見 られるほかは、ほとんどが義太夫節であ り、少々宮古路節の記録 も見出せるという状

況である。小芝居の種類を見てみると圧倒的に操が多いので、義太夫節が多 く見 られるのは

十分考 えられる結果であるが、古浄瑠璃の太夫名 を掲げた座が相当数を占める中での義太夫

節の台頭 という状況 を見据 えなければならないと考 える。

京都は享保期、芝居町である四条河原で火災が相次ぎ、大芝居が段々 と退転 してい く。小

芝居においても例外ではなかった と思われる。享保9年(1724)5月10日 に起 きた火災では四

条河原の芝居小屋がすべて焼 けた と記述 され、大芝居四座に続いて小芝居の「とみ松 さつ ま」

と 「出羽か らくり」が上げられていることか ら、 この時点では四条河原には小芝居が2軒 に

なっていた ということが ここから判明す る。ただし、その興行記録はほとんど見当たらず、

出勤していた浄瑠璃のジャンルや太夫名な どは記録 としてあがっていない。

大坂で は道頓堀の浜側に小芝居用の劇場が建てられていた。それ らに対 しては 「浜芝居」

という名称 を用い、大芝居 と区別 していた。ただし、宝永6年 の書上では大坂の大芝居は8
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軒 とされ、その うち竹田近江は芝居地がなかったので浜芝居に矢倉 をあげ、以来芝居地所あ

る時 は大芝居で興行すると書かれている。享保9年 以前の様子を表 しているといわれる 『摂

陽奇観』(21)の図には浜側に1軒 芝居が記 されているが、 この竹田近江の芝居を描 いているの

か もしれない。一方、元文5年(1740)の 『芝居主並名代之覚』にも 「浜小芝居」の名称がみ

える。浜芝居はか らくり座を示 していた ともいわれるが、その興行内容ならびに出演者は不

明である。その他では、新地桜橋で北芝居、角芝居などの歌舞伎興行 の記載が評判記等に見

えるが、や はり浄瑠璃の記録は皆無である。

浄瑠璃の記録 としては享保17年(1732)伊 東出羽掾座での義太夫節の興行が管見中唯一の

記録でる。

このように、芝居地での小芝居の記録 となると、大芝居 と比較 して非常 に少なく、地域的

にいうと、京都、大阪の記録 はほとんど存在しない。そこから浄瑠璃の傾向を見出してい く

のは限 りな く不可能な状態である。ただし見出せる記録の中か らあえて特徴をあげると、ジャ

ンル としては圧倒的に義太夫が多いようであるが、中には少ないなが らも古浄瑠璃を見出す

ことができる。大芝居ではほ とんど使われることがな くなっていた古浄瑠璃 も、小芝居では

上演可能であったのか もしれない。

(2)宮 地 芝 居

寺社の境 内で興行されていた小芝居 を宮地芝居 と称する。

江戸では正徳4年(1714)に 起 こった絵島事件のあお りをうけて禁止された。 この時の禁

令からは宮地芝居がこの時点で9ヶ 所あったこと、能、説経、操、物真似芝居 と種類 も多様

であった こと、衣装 も豪華になり、また二階桟敷を持つ という大がか りな劇場 を保持 してい

たことがわかる(22)。この時停止させ られた座数は27に 及ぶ というが(23)、この後、享保20年

(1735)ま で、21年 間は興行を禁止 されていた。享保20年 に江戸11ヶ 所の座本が呼び出され、

晴天百日興行が許可されることによって江戸の宮地芝居は再興するが、元文期の記録 は未見

である。

京都で も正徳4年 の禁令をうけて一度は中断 した。しかし享保9年 に幕府評定所 より禁令

は解除されて再興する。享保13年3月 には座本榊山城四郎が平野社内で歌舞伎常芝居 を開始

し、また同年11月 には水木菊之丞が北野七本松で興行 を開始する。この際、「他所 にてかぶ

き狂言に櫓 をあげ候事、平野の芝居、此所 を始めとす」 とあ り、平野において初めて四条河

原の大芝居以外に櫓を上げることを許可 されたのである(24)。また、享保15年 の四条河原の火

災によって焼け出された嵐小六の一座が北野に移 るということもあった。

その後 も京都では宮地芝居の台頭がめざましく、記録 も江戸に比べると比較的残 っている

が、伴奏を勤 めた浄瑠璃のジャンルまで記録しているものは意外 と少ない。享保14年3月 の

274



第18章 浄瑠璃社会の構造(武内)

浄瑠璃操芝居 には虎屋喜太夫、同年6月 の浄瑠璃操芝居 は橘出雲 とあるが、これ らが座本名

であるのか演奏者であるのかは不明である。明 らかに演奏者がわかるものは享保17年 島原で

の芝居興行に宮古路豊後掾が出演 したこと、同年5月 の壬生寺の開帳では大坂豊後が出勤 し

たという記録程度である。特 に大当た りした太夫、あるいは興行上前面に打ち出した目玉の

太夫以外は記録 されていないのが現状である。

一方大坂はこの時代 の宮地芝居の記録 は皆無である
。大坂 には北の新地、北堀江、あみだ

池、座摩、御霊、安治川、天満等の場所で宮地芝居が興行されていたが、記録 として現れる

のは寛延年間(1748～)頃 か らであ り、 この時期の大坂の宮地芝居を考察することは現状では

不可能である。

以上、芝居地ならびに宮地での小芝居の上演 と伴奏を勤めた浄瑠璃のジャンルをみてきた

が、大芝居 に比べて資料的な制約があり、不鮮明な状態である。記録に残っているものは特

異な例であ り、それ以外 は強いて述べるほどの目新 しさが無かったためだろうか。 これらの

数少ない記録か ら言及するのは心許ないが、強いて推測するなら、芝居地でも宮地で も、記

録 に上 っているのは、ほとん どの場合義太夫節か宮古路節である。 また若干ながら古浄瑠璃

が演奏 されていた記録があ り、大芝居で は用いられなくなっていた古浄瑠璃 も小芝居ではま

だ興行 されていた可能性 を示唆している。

(3)社 会 的 地 位

小芝居の支配体制 は、 これまでほとん ど研究されてお らず、不明な点が多い。先に述べた

ように、大芝居は勝扇子の一件で穢多頭の支配を免れたが、小芝居はその対象にはならなかっ

た。小芝居を取 り仕切 っていたのは乞胸(25)とも香具師(26)ともいわれるが、実際の ところはよ

くわかっていない。ただし、江戸では享保20年 に芝神明社内で小芝居の座本 をしていた江戸

七太夫が山村座跡目相続 を願い出た際、「七太夫座 は浅草寺中で子供手踊 りを菰張で興行 して

お り、大芝居ではな く宮地芝居である。宮地芝居は乞胸に準じる身分である」(27)と述べ られ

ている。 また、宮古路節 に対す る元文4年 の禁止令の中に 「広小路乞胸芝居には御構無 」(28)

とあ り、広小路で行 う小芝居は乞胸芝居 と認識されているように、当時の奉行所レベルでは

小芝居は乞胸支配あるいはそれに準 じるものであると認識 していたことがわかる。そして、

この禁令が出た際 「菰をかむ らぬ宮こちきめし」(29)という狂歌がうたわれてお り、一般民衆

の認識 もまた同様であったことが窺 えると同時に、そこに出演 している浄瑠璃語に対 しても

同様iの認識があった ことがわかる。

一方、京都では大芝居が火事で焼 け出された後、そっ くり宮地へ移 って興行 した り、大坂

では官許 の名代が、場所がない という理 由で浜芝居や宮地で興行 していることを考 えると、

上方では江戸のような小芝居 に対す る差別や賎視 はほとんどなかったのではないかと推測で
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き る 。

4見 世 物

見世物 とは、寺社の門前、境内や火除け地、広小路などで仮設小屋 を掛け、その中で様々

な芸、あるいは珍物 を見せ、金銭 を得ていた興行である。その場所 は、寺社の開帳などにか

かる一時的な ものから、両国や浅草奥山のように常に小屋が掛かっている常設的な場所 まで

幅広 く存在 し、 またその内容 も幅広いものが展開されていた。 この時期の見世物に関 しては

資料が極度 に少な く、地域に分けて考察できないので、あえて地域を分 けずに考察 を進める。

見世物のうち、浄瑠璃を語って金銭 を得 る小屋が存在した。浄瑠璃の見世物である。宮地

芝居 との差 は、芝居ではな く、浄瑠璃のみを語って聞かせる素浄瑠璃の形態をとっていた こ

とである。た とえば、北野天満宮の雑事 を記 した 『北野諸般録』の享保14年(1729)六 月十五

日の条には次のような記録がある(30)。

下之森 二而、あつまや多四郎 と申者むしろか こひ仕、浄 るり三十 日之間語申度由、近 日

より始申度 旨願申候由。

あつまや多四郎 という者が筵囲いした小屋で浄瑠璃 を30日 間語 るという興行の願 いが出

されたことを記した記録である。また、同年7月15日 の条 には上之森で素浄瑠璃、下之森に

は浄瑠璃語二 ヶ所 という記録がる。 この時期の見世物の記録はあまり多 くはなく、その中で

このような浄瑠璃語の見世物の記録はごく僅かではあるが、 この時期以降も確実に見出す こ

とができることから、非常 にめず らしい見世物 というものではなかったのではないか と推測

される。

この ような見世物の浄瑠璃語については、演奏者 はほとんど不明な場合が多い。名前が判

明した としても、そこからは語 り手が玄人なのか素人なのか とい う区別 も付けにくく、そこ

で語 られる浄瑠璃の種類 も見いだせないことが多い。上記資料では 「あづ まや多四郎」 とい

う名前が記 されているが、 この人物が玄人の語 り手であるのか、素人の趣味が高じて見世物

として語 った素人であるのかは不明である。 また、通常何 らかの流派に属 し名取 りになって

いる者 は、そのジャンル名を掲げているので明白であるが、 この人物名には流派名 も入 って

おらず、 どんなジャンルの浄瑠璃 を語っていたのかもわか らない。

見世物 の支配体制 は小芝居同様、あまりよく分かっていない。かなり後のことであるが寛

政年間(1789～1800)に 乞胸 と香具師の両方が各自の支配を主張 し、訴訟沙汰 になっている(31)

ことを見ると、 この頃まで明確な支配区分がなかった と考えられる。いずれの支配が及ぶに

しても、見世物が小屋掛けで上演され る以上、ある程度の興行期間を要することは確実であ
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り、また乞胸 あるいは香具師の支配下にある芸能者 とい う立場であるならば、素人が簡単に

見世物興行 を行 うことは非常に難 しい と考えられる。浄瑠璃の何 らかのジャンルに属 してい

な くとも、見世物興行で渡世 をしている、すなわち玄人 として興行 をしていると考 えられ る。

5大 道 芸

辻や空き地、町家の門前な どで浄瑠璃 を語っていた大道芸的浄瑠璃語 もまた存在 した。見

世物の浄瑠璃語 との相違点は、小屋掛 けではない ことである。小屋掛 けでないとい うことは

移動可能であり、期間や地域 に縛 られることが無 く興行地 を変更できた という点においても

見世物 とは異なる点である。当然ながら芝居とは密着せず、浄瑠璃 を語ることによって金銭

を得ていた と考 えられる。正徳6年(享 保元年)(1716)の 江戸町触の中にその形態を彷彿 と

させ る記述がある。

夜中小唄浄 るり高念仏抔申、歩行候者有之由二候問、急度相慎候様可申渡旨被申渡候(32)

というものである。すなわち夜中に小唄浄瑠璃高念仏などをして歩 く者があるが慎むように、.

というもので、浄瑠璃を語る大道芸人が存在 していた ことがわかる。

これ らの大道芸的浄瑠璃語は、当然なが らほとんど資料には記録されない。浄瑠璃語の名

前、内容な どを知 ることはほぼ不可能であるといえるだろう。ただ し、大道芸 としての浄瑠

璃語の存在 は、上記の法規の他にも随筆等の描写や俳諧の題材 として用いられることで確認

できる。た とえば、時代が下るが、『柳多留』には 「月夜に釜入 りこふむねが語って来」(33)と

いうものがあり、また人情本 『恩愛二葉草』には 厂見れば傍に三味線 もあれば、是究めて乞

胸の類なるべ し」(34)という一文がある。 これ らに乞胸 という語が入っているように、大道芸

としての浄瑠璃語 は乞胸の家業であった。見世物や宮地芝居のように 「支配」 という形では

な く、直接乞胸が行 う家業の一種であったのである。これは 『天保撰要類集』に掲載されて

いる 「乞胸頭家伝」 とい う、乞胸頭の家業 についての書上にも

浄瑠璃 惣而三味線二合語唄候事

操 り 箱目鏡 ヲ付中之模様見世候事、或は人形等遣ひ候事

説教 昔物語二節を付ケ語 り候事(以 下略)㈹

とあることか らもわかる。従って、大道芸 としての浄瑠璃語は、乞胸でなけれぼ行 うことが

できなかった と考 えられる。乞胸 は身分的には町人であるので、一般庶民が乞胸の仲間に入

り、迄胸頭か ら鑑札料 を支払い、鑑札 を受 ければ大道芸としての浄瑠璃を渡世 として行 うこ
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とは可能ではあったが、乞胸の家業を行 う際には穢多頭の支配 を受けることになってお り、

身分は町人であるが賎視の対象 となっていた。 したがって、趣味のために賎視の対象である

乞胸 になることは考えにくく、素人が大道芸 として浄瑠璃を語 るということはほぼあ りえな

い と言って良いと考えられる。

6浄 瑠璃会

享保期 には貸座敷、町家などで浄瑠璃会を催すことが流行 していた。浄瑠璃会 とは、座敷:

や町家などで浄瑠璃を聴 く、又は演奏し、宴会 を行 う会のことだ と推測される。 これが見世

物 と異なるのは、見世物がある程度の興行 日程 を持つのに対 し、浄瑠璃会はその状況か らみ

ても一 日ないしは数 日間の期間で行 うこと、かつ興行、すなわちそれを聴かせることによっ

て金銭 を得 るとい う興行の形ではなかったと考えられることである。

この浄瑠璃会が流行 した ことは、享保13年(1728)に 江戸で発令された町触に「謡講囃子上

るり会無用二致可然事」(36)とあること、また享保16年(1731)に は大坂で同様の町触が発令さ

れていることか らも分かる。また元文2年 には宮古路節の禁令 に伴 って 「一稽古浄瑠璃会一

切無用惣て下断雑説 にも上方ふし一切申間敷候」(37)という町触が出されてお り、続いて元文

4年 にも同様 の町触が出されている。 このように、禁令が出されるほどこの種の会が催 され

ていたことがわかる。

その内容 はあまり記録がないため不鮮明なことが多いが、若干後世 の資料 になるが、『甲子

夜話』に浄瑠璃会 を催した際、横死 した大名 とこれを種に脅迫 した悪漢の話が掲載 されてい

るが、その中に浄瑠璃会の状況が描写 されている。

予若輩 のとき相識の一候常に浄瑠璃 を好み自身 もかた り其道の者 に比 して名 をも何太夫

と称 して所々あるきけるが或時高縄 とか棲屋を借 り浄瑠璃の会 を為た りこの時その店前

に何太夫 とか云ふ立札な として催 しければ人々 も多 く来 り集たる棲前の道に何者か来 り

何太夫 とあるは何れの大夫か聞及 ばず素人 と見へた るが定て下手なるべ し抔種々の悪口

す るゆえ従行 の人 も聞かねて云なだめければ益々罵ゆえ後は双方喧嘩 して争闘に及 ける

(以下略)(38)

この話で表現されている浄瑠璃会の形態 は、高縄 とか棲屋を借 りて会を催 した こと、立札

をして催 し、一定の招待客や仲間うちというよりは不特定多数の人が集っていたように推測

で きること、何太夫 と称 して素人が浄瑠璃 を語った ことである。また何太夫 と立札をして催

しているが、実際は下手で素人のようだと悪口を言われ喧嘩になった というところから、浄

瑠璃会が本来玄人によって行われるべ きものだ という認識が根底 にあるが、玄人の会 に素人
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が混 ざるという状況がありえた ことを示唆していると考 えられる。 この話の内容が真実を表

現 しているのか、全 くの虚構であるのかは不明である。 しかし、先にも示した ようにこの時

期以降、町触等で浄瑠璃会の開催が再三禁止されていること、その中には 厂稽古浄瑠璃会」

という言葉 も出てきているように、玄人 と素人が混 ざって行っていたか どうかは不明である

が、少な くとも素人がしぼしばこの種の会 を催 していた、あるいは出演 していた ことは確実

である。 また後でも述べるが、素人の名取 りが存在 していた ことも確認できること等 を考慮

すると、 この話は創作上誇大化 されていることはあるか もしれないが、ある程度、浄瑠璃会

の様子を伝 えていると推察で きる。このように考えれば、浄瑠璃会 という場は、玄人 と素人

の狭間で両者 をつなぐように行われた浄瑠璃の形態 として、大変興味深 い事象であると考 え

る。

7素 人の浄瑠璃享受

ここまでの浄瑠璃語については、断言 はできないまで も玄人、ないしは名取 りの素人な ど

玄人に近い芸人が行 っていたと推測で きるが、本節ではそれを享受して展開していた素人世

界での浄瑠璃を考 えていく。

少々後世の記述であるが、宝暦3年(1853)の 『独語』に次のような一節がある。

下ざまの人は云ふに及ばず、諸侯貴人、雲の上なるやんごとなき人々 も、ひたすら是 を

好みて、歳の初にも、吉事あ りて目出度 をりから寿きあへる座敷に も、哀に悲しき声に

て、 うれはしきことどもを語 りつづ くるを、をかしと聞きていまはしとお もはず、日を

暮し夜 を明してあかずきくめり。浄瑠璃師、目くら法師などの語るを聞 くだに、浅 まし

とみるに、士君子のさもいや しからぬ人 どもの、此一ふしを習ひて、 はれやかなる所に

てはち顔 もな く、声打 ちあげて語 るものあ りとかや。(以下略)(39)

下々の者 も諸侯貴人 も浄瑠璃を好み、歳の初めや吉事の際、また日を暮 らし夜 を明か し等、

場所や時間を問わず聞 き、誰 も彼 もがその一節 を習って自らも語っていた様子が うかがえる。

この素人 の動向に便乗 して稽古所を設 けた り、町家や自宅で素人 に浄瑠璃を指南する玄人が

存在 した。宝永初年刊の 『竹本秘伝丸』によると、「なぐさみ浄瑠璃」専門の師匠だけで も約

五十名 という数が記録されてお り、すでに素人に対する稽古のみで生計を立てている浄瑠璃

指南家業の者の存在が確認できる。当然 これより後の享保元文期 には数多 くの稽古専門の師

匠が存在 した と考えられる。 このような浄瑠璃指南 に対 して、風俗 に多大な悪影響を与える

として度々禁令が出されていた。例 えば元文4年 には、家業でも太夫名 を表札に出してはな

らない、町家でも稽古をしてはならない という町触が発令 される㈹。しか し、それでも浄瑠
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璃熱は冷めず、

其頃専 ら世に鳴 りて素人芸 にても名 を貰て女は文字江文字松な どとて此間女客などの馳

走に雇はれてあるきたり義太夫ぶしも殊の外流行た り是 は御旗本歴々の人々かた りあり

きた り(41)

とあるように、素人が名取 りにな り、宴会などの際に呼ばれて語ったりする者 も出てきた

ことがわかる。さらに、 また旗本 という武士の中でも相応の家柄の者の間にも義太夫節が流

行 し、「かた りあるく」 とあるようにながしかの演奏活動をしていた ことが伺われる。 また、

一扨三味線の流行たる事おびただ しきことにて歴々の子供惣領 よりはじめ次男三男三味

線引ざるものはなし野 も山も毎日朝より晩迄音の絶 る問はなし此上句下かた といふもの

になりてかぶ きの芝居の鳴物の拍子を素人がよりたか りてうつな り其弊止みがた くて素

人狂言 を企て所々の屋敷屋敷にて催 した り歴々の御旗本河原 ものの真似 して女がたにな

り立役かた き役 にて立ちさわ ぐ戯れな り(以 下略)(42)

とあるように素人狂言まで行 うようになっていった。このように、素人の浄瑠璃熱 はかなり

高 く、玄人 を座敷 に呼んで語 らせるだけではあきたらず、 自らも習って語 り、 またそれが高

じて座敷で素人狂言を行ってみた り、名取 りになって宴会などで人に聞かせるなど、半ば趣

味を逸脱していると思われるほど享受されていたことがわかる。

8浄 瑠璃社会の構造

浄瑠璃社会を構成する要素 としての大芝居、小芝居、見世物、大道芸、浄瑠璃会、素人享

受の各項 目を個別に考察 してきた。 ここではそれぞれの相互関係を見ることによって浄瑠璃

社会の構造 をより明確にしたい。

大芝居 に出演 していた浄瑠璃は河東節、半太夫節、一中節、宮古路節、義太夫節などであ

り、すべてが当時人気の浄瑠璃で、古浄瑠璃系浄瑠璃はほとん ど上演 されていない。また出

演 していた演奏者 も家元 または家元に準 じるクラスの演奏者であり、当時一流のジャンルの

浄瑠璃が一流の演奏者で上演されたものであった。一方小芝居は、 これらの流派 に加えて古

浄瑠璃系の浄瑠璃 も上演 されていた。大芝居にほ とんど出演 しな くなった古浄瑠璃が小芝居

では行われているということは、古浄瑠璃の衰退を示唆することとして非常 に興味深い動向

である。

小芝居では演奏者 はほとんど記 されない場合が多いが、若干の記録を見 る限 りでは、家元

クラスまたは人気の太夫が上演するときはそれを前面 に出 し売 りにしている記述が多 く、そ
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のような興行以外 は家元クラスまたは人気の太夫のような演奏者が出演することは稀であっ

たのではないかと思われる。役者において大芝居 に出演する役者 と小芝居 に出演する役者の

格が異なるように、演奏者においても格差があったのではないか と考えられるのである。な

ぜなら、家元クラス、または人気の太夫の上演を目玉商品 として打ち出していた ということ

は、普段はそれよりランクが下がる奏者が勤めていた可能性が高いと考 えられるからである。

身分的な問題を見 ると、大芝居に出演する浄瑠璃語 は先に述べたようにおそらく賤視を免

れていたであろうことが想像できるが、小芝居に出演する奏者は、その興行形態か ら何 らか

の賤視を蒙っていた可能性がある。では大芝居 と小芝居の間に確固たる断絶が存在 したかと

いうと、必ずしもそうではない。身近な例であげれば、先ほどから何回 も出ているように、

家元クラスあるいは人気のある太夫で も小芝居に出演することがあったことは確かである。

また例えば宮古路豊後掾 は江戸に下った当初、葺屋町播磨芝居で語っていたように、他地に

赴いた際には大芝居に出演する前 にまず小芝居 に出演 し、人気を得てから大芝居へ移 るとい

う慣行が存在 した可能性 もある。 また特に上方では大芝居の興行不振や火災により常 に上演

が脅かされている状態であり、大芝居に出演 していた役者等出演者が小芝居に流れていた。

享保20年 の江戸七太夫の山村座再興願が宮地芝居出身 ということで却下 された事実を見れ

ぼ、大芝居 と小芝居の間には相応の格差があったことは確実であるが、役者あるいは演奏者

が双方の舞台に立ち得ている記録 も存在することから、確固たる断絶ではな く、浄瑠璃語 も

大芝居 と小芝居の間の越境 はあったもの と考えられるのである。そして小芝居での賤視の度

合いも、興行の状況によって全 く表われない場合から被差別民 とほぼ同等 と思われるほどの

強さまで、かな りの幅があった と考えられる。

一方見世物 と小芝居は如何だろうか
。大芝居 と小芝居のように、越境 した事実を示す記録

は未見であるが、見世物は小屋掛けをして浄瑠璃 を語 って聞かせる興行であり、小芝居に出

演 していた演奏者が素浄瑠璃 を語っても何 ら問題 はないように思われる。ただし身分的には、

見世物 は商人が商売のために愛嬌芸術を見せるという建前で町人身分である香具師が興行す

るものであり、基本的に賤視 を受ける対象ではなかった。前記の小芝居の状況を鑑みると、

両者の越境が何の問題 もな く行 えたか どうかは微妙であると考える。

見世物 と大道芸の間には芸の越境 は時々見出せる。例 えぼかなり後年になるが、大道芸 と

して行われていた住吉踊 りが流行 し、小屋掛 けで見世物 として興行される等である。ただし、

芸人の越境があったか どうかは定かではない。見世物 は香具師が興行 を取 り仕切っていた と

考 えられているが、大道芸による浄瑠璃 は、乞胸自身が行 う芸であった。つまり、支配構造

が若干異 なるのである。身分的に言えば、香具師は商人、すなわち町人身分であり賤視の対

象ではなかったが、乞胸は町人身分であ りながら非人頭 に支配される被差別民 として賤視を

受 けていた。 これが芸能者の越境 にどの程度影響を及ぼすのかはわからないが、何 も問題 な

く越境が行われていた とは判断 しにくい。

このように、非常に近接 した芸能構造同士が、微妙な身分的問題をはらみなが ら、芸能や
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芸能者の交流によって影響 を及ぼし合っていたと考 えられる。

一方、浄瑠璃会は、玄人 によって行われた としても、あるいは素人によって催 されていた

としても、 ともに一般聴衆の浄瑠璃に対する情熱が生み出した場であり、素人 と玄人をつな

ぐ接点の役割 を果た していた と推測する。

浄瑠璃社会 において、素人は聴衆 という形で浄瑠璃社会 を需用する消費者であ り、かつ稽

古や、時には名取 りとして演奏活動 をするという形で構成者た りえた存在である。大芝居か

ら大道芸まで存在 している以上、聴衆か ら愛でられ消費 された ことは確かである。聴衆 は芝

居や見世物、大道芸などを観賞 しその代価を支払うことによって浄瑠璃社会を支えていたの

であり、一方では自身が稽古をするなどして愛好することで積極的にその社会の一員に参加

することもあ りえた。 それは指南する師匠という形で玄人の存在 を生かす ことにもなり、ま

た稽古本等出版物 を購入することで、さらなる消費をもって再び浄瑠璃社会 に還元 していた。

浄瑠璃会が玄人によって行われるものであろうと素人が稽古会 として行った ものであろう

と、そこで もやはり素人による浄瑠璃の吸収へ とつなが り、さらなる消費へ とつながってい

く。聴衆の関心が批評 を生み出し、技術 を向上させ、より展開 された浄瑠璃社会を築いていっ

たのである。

享保から元文 にかけて変換時期にあった浄瑠璃がどのような社会を構成 し芸を展開してい

たかを見てきた。資料的制約で不明な点が多いが、今後 また異なる時代の浄瑠璃社会の構造

を考察 し、 この時代 と比較することでこれ らを補い、かつ各時代 の傾向な らびに浄瑠璃社会

の変化 を見てい くことによって、新たな浄瑠璃史 を見出していきたい。

〔注〕

(1)寺 山星川 『浄瑠璃史』(新進堂、1894)

(2)黒 木勘蔵 『浄瑠璃史』(青磁社、1943)

(3)岩 沙慎一 『江戸豊後浄瑠璃史』(くろしお出版、1967)

(4)井 野辺潔 『浄瑠璃史考説』(風間書房、1991)

(5)水 田かや乃「役者評判記からよみとれるもの一元文～寛延期を中心に」『芸能史研究』108号(芸能史研

究会、1990)

(6)東 晴美 「歌舞伎の浄瑠璃摂取一享保期上方歌舞伎の場合」『近世文芸』62(日 本近世文学会、1995)

(7)歌 舞伎物真似 村山平右衛門、歌舞伎物真似 布袋屋梅之丞、仕方舞物真似 夷屋松太夫、放下物真似

豊後屋団右衛門、からくり物真似 亀屋久米之丞、狂言物真似 大和権之助、歌舞伎物真似 都万太夫、

蜘蛛舞物真似 早雲長太夫、れんとび唐人与左衛門、からくり 竹田出雲、歌舞伎物真似 杉本庄太夫、

歌舞伎物真似 藤田孫十郎、からくり物真似 岡村三郎兵衛、仕方男舞 又太夫、女舞 大頭柏木、女

舞 笠屋三勝、女舞 笠屋新勝、女舞 吉かつ、女舞 たち屋おくに、浄瑠璃 虎 屋喜太夫、浄瑠璃

山城掾、浄瑠璃 若狭、浄瑠璃 〔宇治〕河内、浄瑠璃 〔富松〕薩摩、浄瑠璃 外詞七郎兵衛、浄瑠

璃 門十郎、浄瑠璃 伊勢嶋佐太夫、浄瑠璃 和泉、浄瑠璃 宇治嘉太夫、浄瑠璃 山本土佐、説経 日

暮小太夫、説経 日暮八太夫、浄瑠璃 越後、からくり浄瑠璃 山本飛騨掾 以上計三十四人『京四条
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河原諸名代改帳』芸能史研究会編 『日本庶民文化史料集成』第6巻(三 一書房、1973)よ り。

(8)四 条北側芝居 井筒屋助之丞、四条北側芝居 両替屋伝左衛門、四条南側芝居 大和屋利兵衛、四条南

側芝居 越後屋新四郎、四条南側芝居 伊勢屋嘉兵衛、大和大路常盤町芝居 宇治嘉太夫、大和大路常

盤町芝居 三木屋治兵衛 の7軒 が『京都御役所向大概覚書』芸能史研究会編 『日本庶民文化史料集成』

第6巻(三 一書房、1973)に 掲 げられている。

(9)享 保元年から4年 までは三座、5、6年 は四座、7年 は五座、8、9年 は三座、10年 は四座、11年 は

三座、12、13年 は四座、14年 は三座、15～20年 は二座、元文元年～5年 は三座。以上 『歌舞伎年表』

(岩波書店、1956-1963)参 照。

(10)『 役者遊見始』(歌 舞伎評判記研究会編 『歌舞伎評判記集成』第1期 第9巻(岩 波書店、1975)所 収)

(11)宝 永6年 正月の書留による。帯屋五郎兵衛、銭屋市左衛門、伊藤信濃、福永太右衛門、竹田近江(以 上

五名、立慶町)、竹田出雲、竹田外記、久宝寺新右衛門(以上三名、吉左衛門町)、 計8軒 。ただし、竹

田近江は芝居地がなかったので、浜芝居に矢倉をあげ、以来芝居地所ある時は大芝居で興行 とされてい

る。『歌舞伎年表』参照。

(12)享 保元年三座、2～3年 は四座、4～7年 は三座、8年 は四座、9年 は三座、10年 は二座、11～13年

は三座、14～17年 は二座、18～ 元文5年 まで三座。以上 『歌舞伎年表』参照。

(13)不 明のものが一件あるが、太夫名が不明なのであり、浄瑠璃の直し物として《けいせい反魂香》を上演

していることから、義太夫と判断するのが妥当と考え、義太夫として数えた。

(14)宝 永5年(1708)に 興行師小林新助が房州へ旅芝居に出ているとき、支配権をめぐって房州の穢多から

狼藉を受けたことから穢多頭弾左衛門を相手に裁判を起こした事件。先例を覆 して興行師、芸能人が勝

訴したことを喜び、二代目市川団十郎が この一件を記し 「勝扇」と号した。

(15)百 が落ちている(校 注)『 日本庶民生活史料集成』第14巻(三 一書房、1971)

(16)『 日本庶民生活史料集成』第14巻(三 一書房、1971)解 題 による。

(17)宮 地芝居、小芝居に関する捉え方は、研究者によって異なるように感じられる。ここでは『日本国語大

辞典』の、

・小芝居 「官許以外の芝居
、宮地芝居」、

・宮地芝居 「官許されないで寺社の境内で小屋がけなどして興行する芝居
、小芝居」

という定義に従って、官許以外の芝居の総称 として 「小芝居」を、そのうち寺社の境内で興行していた

ものを 「宮地芝居」と定義する。

(18)『 撰写録』(日本大学法学部図書館蔵)所 収。

(19)『 歌舞伎年表』第2巻 参照。

(20)豊 竹肥前掾、竹本伊太夫、豊竹喜美太夫、豊竹品太夫による 《小栗判官:車街道》『義太夫年表』記載。

(21)浜 松歌国 『摂陽奇観』(『浪速叢書』其1一 其6(浪 速叢書刊行会、1926-1930)所 収)

(22)関 根只誠纂録関根正直校訂国立劇場芸能調査室編 『東都劇場沿革誌料』(国立劇場芸能調査室、1983)

参照。

(23)『 歌舞伎年表』第1巻 参照。

(24)本 島知辰編 『月堂見聞集』(『続日本随筆大成』別巻 近世風俗見聞集4(吉 川弘文館、1982)55頁

(25)主 に芸能や木賃宿の経営を行って生計を立てていた集団で、身分は町人であるが、家業が非人等の渡世

と近いため、家業を行う際は非人頭の支配を受けるという特殊な身分で、一種の被差別民の集団であ

る。

(26)売 薬 を生業とし、そのために愛嬌で見世物や各種の芸能を行うと主張する集団。直接穢多頭や非人頭の

支配を受けないが、乞胸 と近接した芸能を行うため、後に乞胸支配を申しつけられ、争論となる。その
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結果はわかっていない。乞胸 とともに一種の周縁身分と位置づけられている。

(27)関 根兄誠纂録、関根正直校訂 『東都劇場沿革誌料』上(国 立劇場芸能調査室、1983)176頁

(28)『 東都劇場沿革誌料』下651頁

(29)『 江戸節根元集』(達磨屋活束子編 『燕石十種』第2(国 書刊行会、1927所 収)

(30)『 北野諸般録』の享保14年 の記述に関しては、宗政五十緒 「享保十四年の北野天満宮境内における芸能

興行」『龍谷大学論集』第415号(龍 谷学会編、昭和57年)に 考察されている。

(31)寛 政4(1796)年 か ら8(1796)年 にかけて、江戸浅草寺境内の香具師と乞胸が訴訟を起 こし争った事

件。

(32)『 江戸町触集成』第3巻408頁

(33)呉 陵軒可有編 『柳多留』103(明 和2一 天保9年 刊)『誹風柳多留』(柳 多留全集刊行会、1933)

(34)鼻 山人作 『恩愛二葉草』3巻9章(天 保5年 刊)『 人情本刊行会叢書』(人情本刊行会、1916)

(35)「 乞胸頭家伝」『天保撰要類集』(旧 幕府引継書、国会図書館蔵)乞 胸取締之部

(36)享 保13年3月 一念仏講題目講講釈抔、惣而人集致候儀、并かね太鼓抔打候儀御構無之候、然共御留

守中ハ人々慎候而、延引致可然事 但、謡笛鼓太鼓并琴三味線之指南相止二不及候、謡講囃子上るり会

無用二致可然事 近世史料研究会編 『江戸町触集成』第4巻(塙 書房、1995)302頁

(37)元 文2年8月 内務省警保局編 『徳川時代警察沿革誌』上巻(国 書刊行会、1972)

(38)松 浦静山著 『甲子夜話』(享和元刊)日 本随筆大成刊行会編 『日本随筆大成』第3期7巻(日 本随筆i大

成刊行会、1930)

(39)太 宰春台 『独語』(『日本随筆大成』第1期 第17巻(吉 川弘文館、1976)

(40)「 家業にても宿札太夫打せ不申、稽古は勿論町屋にても不罷成広小路乞胸芝居には御構無之其外一切御

停止」元文4年10月 の条 『歌舞伎年表』第2巻(岩 波書店、1957)所 収 。

(41)森 山孝盛 『賤のをだ巻』(享和2年 序)岩 本佐七編 『燕石十種』(国書刊行会、1927)

(42)森 山前掲書
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